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会長挨拶

司会：　髙橋大輔君　

遠藤君、兼子君、道場君、吉村君、渡邉君

　(＊出席免除会員　中村君）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

４０/４４　　 　　　９０．９１%      ４０/４４　　 　　　９０．９１%

３８/４３　　 　　　８８．３７%　　　　　　　　  　　　　　４４名

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

若林秀典第２６２０地区ガバナー（藤枝南RC）
竹田敏和地区幹事（藤枝南RC）
寺戸常剛地区副幹事（静岡RC）
仲原実圭地区副幹事（せせらぎ三島RC）
北村太一ガバナー補佐（伊東RC）
木下拓也ガバナー補佐事務局（伊東RC）
原　環ガバナー補佐事務局（伊東RC）

子ども食堂　贈呈式

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

皆様こんにちは。

今日は、若林ガバナー公式訪問、子ども食堂支援等々多

くの予定がある為、簡潔にご挨拶申し上げます。

まずは、例会前にガバナーとの会長幹事会、その後新会

員交流の時間をいただきました。新会員の皆様にとっても

大変貴重な時間になったと思います。また、今月号のロー

タリーの友の中に、ガバナーの横顔といった特集がありま

した。その中で、我々2620地区の若林ガバナーの記事も

あります。その表題に『陰徳陽報』と記されておりました。そ

こでどの様な意味なのか調べてみました。

陰ながら徳を積む

この言葉は日蓮聖人のご遺文に示されていますが、元は

中国に古くから伝わる言葉で、「陰ながらに徳を積めば、

良い報いがある」という意味です。もともと陰ながらに徳行

を積む人は、その文字通り〝陰ながら〟ですので陽報は

望んでないかもしれません。また目立たなくても仕事・家事

に関わらず、誰かのために少しでも役立つことをしているな

らば、それは陰徳と言えるでしょう。実際にその結果が目に

見える形で自分に返ってきているのかわからないこともあり

ます。でも、もし何かすることによって誰かの平安な顔や無

事を想像することができるならば、それは立派な陽報であ

り、あなたの陰徳です。また困難ななかにあっても陰徳を

積み続けるのなら、必ず道は開けることでしょう。

若林ガバナーはこのように考えていらっしゃるのだなぁと感

じました。今日のお話が楽しみです。

これにて会長挨拶とさせていただきます。

野村諒子君：今日は子ども達への食糧支援の日ですね。子

ども達の笑顔の為に皆さんと協力できるのは良いですね。こ

れからますます暑い日が続きます。外でのお仕事の方は体

に気をつけて！

大川泰君：改めまして小島会長・藤川幹事、1年間宜しくお

願い致します。素晴らしい1年になる事を祈っております。本

日、ガバナー公式訪問楽しみにしております。

原兄多君：来週休みます。
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クラブ奉仕委員会ガバナー公式訪問

国際ロータリー第2620地区2026~27年度のガバナーを拝

命しました若林秀典(藤枝南RC)です。

私の本職は歯科医師ですが今年1年は歯ではなく、2620

地区クラブの未来づくりのお手伝いをさせていただく所存

でおります。

せせらぎ三島RCは1989年に三島西RCをスポンサーとして

創立されたと聞いております。平均年齢も若く、活気あるク

ラブと見受けられます。地元に35年以上の奉仕を根付か

せていることには敬意を表します。

さて、今年のRI会長(オラインカ・ハキーム・ババロラ ナイ

ジェリア)メッセージは「持続可能なインパクトを生み出そ

う」です。このメッセージには　「変化は始まりに過ぎませ

ん。真に重要なのは長く続くインパクトです。私たちは各プ

ロジェクトの長期的なインパクトを考える必要があります。」

新しい水道システムは地域住民の健康にどのように寄与

するのか。住民は他の地域でも同様の仕組作りを行えるの

か。新しい教室はこの地域の教育向上のためのより大きな

計画の中でどのような役割を果たすのか。と問題を提起し

てきました。私なりに解釈をすると私たちロータリアンが目

指すのは一度きりの奉仕ではありません。その場だけ喜ば

れて終わる活動ではなく、10年後、20年後にも地域に良い

影響が残る活動をしようということだと考えます。

各クラブにおいては長年、継続してやっている事業がある

と思います。ただ、それは前年踏襲でマンネリ化していま

せんか？予算や人的パワーの問題もあるでしょうが少し、

手を加えるだけで画期的になるかもしれません。知恵を出

し合ってみましょう。

地区のほうに話を移しますと2620地区の考えは3S　　シン

プル(simple)、スリム(slim)、スマート(smart)です。事業計

画、予算、委員会構成、人数等できるだけわかりやすく、

無駄を省き、簡便にしていきます。無理して背伸びするこ

となく、身の丈に合ったことをすれば十分ではないでしょう

か。そしてロータリアンの心構えとして3Kを大切にしてくだ

さい。会社のK(事業)を第一優先事業にしてください。会社

の存続があってのロータリーです。各自の健康Kに気をつ

けてください。病気や怪我無く、無事に過ごすことが大事

です。家族Kの理解―自分だけが楽しむだけではなく、家

族の協力、理解があってロータリー活動が続けられている

ことを常に感謝しましょう。ロータリーの始まりは4人でした。

それが今では200以上の国、地域で約117万人のメンバー

がいます。ロータリアン一人ひとりの力は微々たるものです

がこれだけの人数が結集すれば地区、地域がいい方向に

変わるかもしれません。「ハチドリの一滴」のように。「楽しく

なければロータリーではない」とよく言われます。この1年、

ロータリーライフを楽しみましょう。よろしくお願いいたします。

７月１7日　  土屋和彦君
７月22日　  菅野裕紀君
7月　5日　　伊丹雅治君

会員誕生日

入会記念日

入会おめでとう


